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藤
岡
祥
三
「
福
岡
市
に
お
け
る
『
窓
口
一
本
化
し
破
る
」

（
可
部
落
し
三
九
一
号
、
４
月
）

佐
藤
圭
二
「
新
し
い
町
づ
く
り
レ
ポ
ー
ト
ー
王
子
地
区
改
良
事
業
の
経
過

（
そ
の
４
）
」
（
「
月
刊
部
落
問
題
Ｌ
四
一
号
、
４
月
）

和
田
鶴
蔵
「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
の
解
説
（
３
）
」

（
「
同
和
研
究
資
料
Ｌ
三
号
、
近
畿
大
学
同
和
教
育
研
究
会
、
４
月
）

大
阪
府
企
画
部
同
和
対
策
室
「
同
和
対
策
事
業
の
し
お
り
（
改
訂
版
）
Ｌ

（
同
上
、
４
月
）

窪
田
充
治
「
（
動
向
）
行
政
・
見
直
し
す
す
む
高
知
の
同
和
行
政
」

（
資
料
２
）
狭
山
事
件
再
審
弁
護
団
「
狭
山
事
件
異
議
申
立
書
」

八
部
落
解
放
同
盟
第
弱
回
全
国
大
会
報
告
集
ｖ

（
『
部
落
解
放
し
一
四
九
号
、
４
月
）

中
村
拡
三
「
可
狭
山
Ｌ
の
再
審
棄
却
決
定
」

（
『
解
放
教
育
」
一
二
○
号
、
４
月
）

安
中
支
部
子
ど
も
会
「
１
．
卵
同
盟
休
校
を
た
た
か
う
ｌ
親
も
子
も
負
け
る

な
」
ほ
か
（
同
右
）

雛
元
昌
弘
「
狭
山
裁
判
の
『
真
実
Ｌ
に
つ
い
て
考
え
る
１
１
疑
問
を
い
だ
く

と
い
う
こ
と
」
（
同
右
）

高
橋
貞
彦
司
狭
山
事
件
と
石
川
氏
の
仮
出
獄
し

（
『
同
和
研
究
資
料
』
三
号
、
近
畿
大
学
同
和
教
育
研
究
会
、
４
月
）

日
高
六
郎
「
市
民
的
常
識
へ
の
挑
戦
ｌ
狭
山
事
件
再
審
請
求
棄
却
の
論
理
」

■
 

（
可
世
界
』
四
一
一
一
一
号
、
４
月
）

野
間
宏
「
狭
山
裁
判
（
第
五
二
回
）
ｌ
再
審
棄
却
決
定
批
判
③
〔
同
右
）

八
木
晃
介
「
八
差
別
か
ら
の
逃
亡
Ｖ
を
許
す
な
Ｉ
狭
山
再
審
棄
却
は
不
当
で

あ
る
」
（
「
新
日
本
文
学
Ｌ
三
九
一
一
号
、
４
月
）

植
松
美
行
「
さ
ら
な
る
闘
い
へ
１
句
狭
山
』
再
審
棄
却
を
糾
弾
す
る
」

（
同
右
）

川
上
洋
一
「
当
面
す
る
部
落
解
放
闘
争
の
課
題
」

（
「
月
刊
全
電
通
』
’
八
一
号
、
４
月
）

部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
『
部
落
解
放
第
羽
回
全
国
婦
人
集
会
（
討
議
資

料
）
し
（
同
上
、
４
月
）

部
落
解
放
同
盟
広
島
県
連
合
会
「
解
放
新
聞
広
島
県
版
（
縮
刷
版
）
し
八
第

一
巻
・
’
九
七
○
’
一
九
七
三
Ｖ
（
同
上
、
４
月
）

（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

大
阪
府
司
大
阪
府
民
の
「
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
Ｌ
報
告
書
八
資

料
編
Ｖ
』
（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

大
阪
府
『
大
阪
府
民
の
「
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
」
報
告
書
八
分

析
編
Ｖ
Ｌ
（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

茨
木
市
「
同
和
地
区
実
態
調
査
報
告
書
（
昭
和
五
五
年
一
一
一
月
）
Ｌ

（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

天
理
市
同
和
対
策
就
職
促
進
協
議
会
「
御
経
野
地
区
労
働
実
態
調
査
書
（
昭

和
五
三
年
調
査
）
』
（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

古
田
卓
司
司
坂
出
市
に
お
け
る
被
差
別
部
落
の
生
活
と
労
働
Ｃ
九
七
四
’

五
年
調
査
）
』
（
北
条
五
兵
衛
、
１
９
８
０
年
３
月
）

大
阪
同
和
産
業
振
興
会
『
部
落
産
業
と
労
働
災
害
」

（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

【
行
政
】

解
放
新
聞
社
大
阪
支
局
編
「
ふ
ん
な
が
つ
く
る
刑
（
ね
．
４
１
帥
・
３
合
本
）
」

（
同
上
、
４
月
）

部
落
解
放
同
盟
東
京
都
連
合
会
『
部
落
解
放
同
盟
東
京
都
連
合
会
第
二
○
回

定
期
大
会
議
案
書
』
（
同
上
、
４
月
）

全
国
部
落
解
放
運
動
連
合
会
「
全
解
連
第
９
回
大
会
決
定
集
』

（
同
上
、
４
月
）

部
落
解
放
研
究
所
『
第
一
二
回
総
会
議
案
書
」
（
同
上
、
４
月
）

部
落
解
放
同
盟
三
連
県
連
合
会
「
第
二
一
一
一
回
定
期
大
会
議
案
書
』

（
同
上
、
４
月
）

狭
山
中
央
闘
争
委
員
会
可
部
落
差
別
と
天
皇
制
し
〈
狭
山
差
別
裁
判
七
七
号
〉

（
同
上
、
４
月
）

国
民
融
合
を
め
ざ
す
部
落
問
題
全
国
会
議
「
国
民
融
合
通
信
し
七
一
号

（
同
上
、
４
月
）

上
杉
佐
一
郎
「
八
○
年
代
の
部
落
解
放
運
動
」

（
「
部
落
解
放
し
’
五
○
号
、
５
月
）

野
間
宏
「
日
本
を
根
元
か
ら
変
革
す
る
思
想
と
実
行
力
」
（
同
右
）

（
資
料
）
「
松
本
英
一
議
員
の
国
会
代
表
質
問
」
（
同
右
）

荒
牧
邦
一
一
一
「
問
題
多
い
戸
籍
「
附
票
Ｌ
の
自
由
公
開
」
（
同
右
）

上
田
卓
三
「
（
国
会
質
問
）
住
民
票
の
公
開
制
限
に
つ
い
て
」
（
同
右
）

谷
木
寛
作
「
部
落
解
放
地
方
共
闘
全
国
交
流
会
報
告
」
（
同
右
）

八
木
晃
介
「
あ
る
糾
弾
会
の
ド
ラ
ご
（
同
右
）

渡
部
徹
「
（
本
の
紹
介
）
『
解
放
新
聞
Ｌ
縮
刷
版
」
（
同
右
）

雛
元
昌
弘
「
狭
山
事
件
の
『
真
実
Ｌ
に
つ
い
て
考
え
る
２
１
「
警
察
は
な
に

を
す
る
か
わ
か
ら
な
い
』
と
い
う
予
断
」

八
特
集
ｖ
「
事
実
調
べ
も
せ
ず
に
「
狭
山
Ｌ
再
審
を
棄
却
し

（
「
部
落
解
放
」
一
四
八
号
、
４
月
）

山
上
益
朗
「
異
議
審
に
お
け
る
た
た
か
い
」

生
越
忠
「
ス
コ
ッ
プ
ー
核
心
に
つ
い
て
の
判
断
を
回
避
」
ほ
か

部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
ほ
か
可
一
一
・
七
句
狭
山
」
再
審
棄
却
に
た
い

す
る
抗
議
声
明
Ｌ

部
落
解
放
同
盟
埼
玉
県
連
合
会
「
一
・
二
八
狭
山
同
盟
休
校
の
取
り
組

承
」

（
資
料
１
）
東
京
高
等
裁
判
所
「
狭
山
事
件
再
審
棄
却
決
定
」

（
可
部
落
し
三
九
二
号
、
５
月
）

佐
藤
圭
二
「
新
し
い
町
づ
く
り
レ
ポ
ー
ト
ー
王
子
地
区
改
良
事
業
の
経
過

（
そ
の
５
）
」
（
「
月
刊
部
落
問
題
Ｌ
四
三
号
、
６
月
）

内
田
正
志
「
生
田
川
司
共
同
住
宅
』
に
つ
い
て
①
」
（
同
右
）

藤
岡
祥
三
「
福
岡
市
が
お
こ
な
っ
た
同
和
行
政
の
是
正
ｌ
『
窓
口
｜
本
化
し

廃
止
と
所
得
制
限
」
（
句
議
会
と
自
治
体
Ｌ
二
六
○
号
、
６
月
）

埼
玉
県
本
部
三
郷
市
職
労
ほ
か
「
部
落
解
放
分
科
会
」
（
『
第
一
八
回
地
方

自
治
研
究
全
国
集
会
報
告
書
集
（
第
一
一
分
冊
）
し
所
収
、
自
治
研
中
央
推

進
委
員
会
事
務
局
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

内
閣
総
理
大
臣
官
房
同
和
対
策
室
編
「
同
和
対
策
事
業
の
手
引
Ｌ

（
中
央
法
規
出
版
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

部
落
解
放
研
究
所
『
大
阪
市
同
和
事
業
史
（
続
編
）
し

（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

【
運
動
】
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（
『
世
界
』
四
一
五
号
、
６
月
）

須
藤
久
「
「
奇
妙
な
葬
儀
』
と
部
落
解
放
同
盟
ｌ
解
放
塾
塾
長
泉
海
節
一

逆
境
の
な
か
の
死
を
悼
む
」
（
「
現
代
の
眼
Ｌ
一
一
四
六
号
、
６
月
）

樹
杉
和
彦
「
八
私
の
提
言
・
私
の
主
張
Ｖ
部
落
解
放
運
動
が
私
た
ち
に
提
起

し
て
い
る
問
題
」
（
『
地
方
政
治
Ｌ
六
号
、
６
月
）

解
放
の
道
新
聞
社
編
「
解
放
の
道
（
縮
刷
版
）
し
八
第
一
分
冊
一
九
六
九
’

一
九
七
五
Ｖ
八
第
二
分
冊
一
九
七
六
’
一
九
七
九
Ｖ
（
全
解
連
、
６
月
）

部
落
解
放
研
究
所
編
『
全
国
大
会
運
動
方
針
（
第
一
一
一
’
一
一
九
回
）
し
八
部

落
解
放
運
動
基
礎
資
料
集
第
Ⅱ
巻
Ｖ
（
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
、
６
月
）

甚
目
寺
町
栄
隣
保
館
司
部
落
解
放
同
盟
愛
知
県
連
合
会
第
五
回
大
会
議
案

書
』
（
同
上
、
６
月
）

狭
山
中
央
闘
争
委
員
会
「
開
け
／
再
審
の
門
』
八
狭
山
差
別
裁
判
七
九
号
Ｖ

（
同
上
、
６
月
）

国
民
融
合
を
め
ざ
す
部
落
問
題
全
国
会
議
可
国
民
融
合
通
信
』
七
三
号
、

（
同
上
、
６
月
）

日
本
共
産
青
年
同
盟
『
狭
山
闘
争
の
勝
利
へ
向
け
て
Ｌ
Ａ
部
落
解
放
闘
争
シ

リ
ー
ズ
３
Ｖ
（
新
時
代
社
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

石
井
昭
男
「
部
落
解
放
運
動
の
原
点
と
は
何
で
あ
る
か
（
上
）
」

（
「
全
郵
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
六
○
号
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

原
田
伴
彦
「
第
昭
回
自
治
研
全
国
集
会
（
第
、
部
落
解
放
分
科
会
）
基
調
報

告
ｌ
特
措
法
延
長
下
の
同
和
行
政
と
そ
の
課
題
」

（
『
月
刊
自
治
研
Ｌ
二
四
二
号
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

国
民
融
合
を
め
ざ
す
部
落
問
題
全
国
会
議
可
マ
ス
コ
ミ
と
部
落
問
題
』
八
国

民
融
合
．
〈
ソ
フ
レ
ッ
ト
第
四
輯
Ｖ
（
同
上
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

（
『
解
放
教
育
Ｌ
’
二
一
号
、
５
月
）

八
特
集
ｖ
「
部
落
解
放
運
動
一
○
年
の
発
展
」
（
『
部
落
』
三
九
一
一
号
、
５
月
）

栃
崎
博
孝
ほ
か
「
（
座
談
会
）
こ
の
一
○
年
間
部
落
解
放
運
動
は
ど
う

発
展
し
て
き
た
か
」

山
本
長
生
「
国
民
融
合
を
め
ざ
す
混
住
地
の
解
放
運
動
ｌ
御
坊
市
・
紀
小
竹

の
と
り
く
み
」
（
同
右
）

山
田
大
介
「
朝
日
新
聞
は
解
同
大
会
を
ど
う
報
道
し
た
か
」
（
同
右
）

山
口
圭
「
（
動
向
）
運
動
・
八
○
年
代
の
展
望
を
切
り
開
く
Ｉ
全
解
連
第

九
回
大
会
終
る
し
（
同
右
）

兵
庫
県
人
権
共
闘
会
議
事
務
局
「
八
鹿
・
朝
来
暴
力
事
件
１
民
事
・
行
政
各

裁
判
の
経
過
と
到
達
点
（
上
）
」
（
「
月
刊
部
落
問
題
』
四
一
一
号
、
５
月
）

野
間
宏
「
狭
山
裁
判
（
第
五
三
回
）
Ｉ
再
審
棄
却
決
定
批
判
（
２
）
」

（
勺
世
界
Ｌ
四
一
四
号
、
５
月
）

亀
井
ト
ム
可
狭
山
事
件
・
再
審
棄
却
以
後
Ｉ
石
川
無
罪
・
権
力
犯
罪
の
新
事

実
続
出
」
（
「
現
代
の
眼
』
一
一
四
五
号
、
５
月
）

石
田
郁
夫
「
部
落
解
放
闘
争
の
八
○
年
代
」

（
『
流
動
し
十
二
巻
五
号
、
５
月
）

倉
田
哲
治
「
狭
山
裁
判
Ｉ
姦
淫
と
殺
害
の
虚
構
」

（
可
イ
ン
パ
ク
ト
Ｌ
六
号
、
５
月
）

梶
川
雅
宏
「
ピ
ノ
キ
オ
問
題
か
ら
市
史
問
題
へ
ｌ
市
史
問
題
公
開
学
習
会
の

報
告
」
（
「
み
ん
な
の
図
書
館
Ｌ
三
七
号
、
５
月
）

解
放
新
聞
社
長
野
支
局
可
解
放
新
聞
長
野
版
（
縮
刷
版
１
）
し
八
’
九
七
四

・
六
’
’
九
八
○
・
三
Ｖ
（
部
落
解
放
同
盟
長
野
県
連
合
会
、
５
月
）

狭
山
中
央
闘
争
委
員
会
可
事
件
と
マ
ス
コ
ミ
塵
八
狭
山
差
別
裁
判
七
八
号
Ｖ

自
治
研
中
央
推
進
委
員
会
事
務
局
「
第
姐
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
の
ま

と
め
’
第
、
部
落
解
放
分
科
会
」

（
『
月
刊
自
治
研
』
二
四
三
号
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

部
落
解
放
同
盟
東
京
都
連
合
会
『
あ
い
つ
ぐ
部
落
差
別
事
件
を
許
す
な
Ｉ
部

落
解
放
の
た
め
に
』
（
同
上
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

部
落
解
放
同
盟
中
央
婦
人
対
策
部
編
司
解
放
を
め
ざ
す
婦
人
活
動
ｌ
部
落
解

放
第
二
四
回
全
国
婦
人
集
会
報
告
書
』
（
同
上
、
１
９
８
０
年
１
月
）

部
落
解
放
研
究
所
『
第
一
一
回
研
究
者
会
議
・
第
十
一
回
総
会
」

（
同
上
、
１
９
８
０
年
２
月
）

庄
谷
邦
幸
司
「
同
和
対
策
事
業
』
に
お
け
る
仕
事
保
障
と
産
業
振
興
Ｌ

（
『
桃
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
報
』
五
巻
一
一
号
、
１
９
８
０
年
３
月
）

磯
村
英
一
二
九
八
○
年
へ
の
期
待
」
（
可
第
４
回
部
落
解
放
東
日
本
夏
期

講
座
講
演
集
」
所
収
、
１
９
８
０
年
３
月
）

野
本
勝
彦
「
関
東
の
部
落
の
実
態
と
解
放
運
動
」
（
同
右
）

大
阪
府
同
和
事
業
促
進
協
議
会
「
あ
い
つ
ぐ
差
別
事
件
一
九
八
○
Ｌ

（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

部
落
解
放
同
盟
広
島
県
連
合
会
青
年
部
「
底
流
』
恥
１

（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

部
落
解
放
同
盟
東
京
都
連
合
会
『
部
落
解
放
第
十
一
回
東
京
都
研
究
集
会

（
討
議
資
料
）
し
（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
し
強
化
改
正
要
求
国
民
運
動
中
央
実
行
委
員

会
二
九
八
○
年
度
第
一
次
政
府
各
省
交
渉
要
求
害
し

（
同
上
、
１
９
８
０
年
）

（
同
上
、
５
月
）

部
落
解
放
同
盟
三
重
県
連
・
杉
ヶ
瀬
支
部
「
鳥
羽
市
差
別
行
政
糾
弾
要
綱
鴎

（
同
上
、
５
月
）

国
民
融
合
を
め
ざ
す
部
落
問
題
全
国
会
議
可
国
民
融
合
通
信
Ｌ
七
一
一
号

（
同
上
、
５
月
）

磯
村
英
一
「
国
際
的
課
題
と
し
て
の
『
同
和
』
問
題
」

（
『
部
落
解
放
し
’
五
一
号
、
６
月
）

石
岡
隆
允
「
（
本
の
紹
介
）
『
み
ん
な
が
つ
く
る
伽
Ｌ
Ｌ
（
同
右
）

八
特
集
ｖ
「
さ
ら
に
『
狭
山
Ｌ
を
」
（
『
解
放
教
育
し
’
二
一
一
号
、
６
月
）

日
高
六
郎
「
「
狭
山
Ｌ
の
た
た
か
い
を
ど
う
す
す
め
る
か
」

高
橋
貞
彦
「
石
川
氏
の
「
再
審
棄
却
決
定
Ｌ
Ｌ

津
田
道
夫
「
狭
山
裁
判
、
棄
却
決
定
（
東
京
高
裁
）
の
論
理
Ｌ

雛
元
昌
弘
「
狭
山
裁
判
の
「
真
実
」
に
つ
い
て
考
え
る
３
「
ひ
こ
つ
く
し
し
の

追
及
か
ら
Ｉ
」
（
同
右
）

八
特
集
ｖ
「
解
同
関
係
裁
判
で
は
何
が
争
わ
れ
て
い
る
か
Ｌ

（
「
部
落
し
三
九
一
一
一
号
、
６
月
）

石
川
元
也
「
裁
判
と
民
主
主
義
Ｉ
解
同
関
係
裁
判
闘
争
の
教
訓
Ｌ
ほ
か

永
岡
昇
司
「
吹
田
二
中
事
件
控
訴
審
逆
転
勝
利
判
決
の
意
義
」
（
同
右
）

兵
庫
県
人
権
共
闘
会
議
事
務
局
「
八
鹿
・
朝
来
暴
力
事
件
ｌ
民
事
・
行
政
各

裁
判
の
経
過
と
到
達
点
（
下
）
」
（
『
月
刊
部
落
問
題
Ｌ
四
三
号
、
６
月
）

編
集
部
「
（
座
談
会
）
部
落
解
放
運
動
へ
の
分
裂
攻
撃
と
そ
の
歴
史
的
特
徴

Ｉ
同
和
会
岡
山
市
協
の
発
足
か
ら
Ｌ

（
「
部
落
問
題
ｌ
調
査
と
研
究
Ｌ
三
○
号
、
６
月
）

野
間
安
「
狭
山
裁
判
（
第
五
四
回
）
ｌ
再
審
棄
却
決
定
批
判
（
３
）
」
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杉
尾
敏
明
「
国
民
的
融
合
と
同
和
行
政
（
そ
の
３
）
し

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
四
一
号
、
４
月
）

奥
野
郷
太
郎
・
岡
田
弘
義
「
差
別
糾
弾
の
論
理
」

（
『
同
和
研
究
資
料
』
三
号
、
近
畿
大
学
同
和
教
育
研
究
会
、
４
月
）

岩
津
洋
二
「
責
と
賎
に
つ
い
て
１
Ａ
聖
な
る
も
の
Ｖ
を
め
ぐ
っ
て
」

（
「
解
放
新
聞
Ｌ
九
六
五
号
、
４
月
）

八
木
晃
介
「
差
別
の
意
識
構
造
』
（
解
放
出
版
社
、
４
月
）

杉
尾
敏
明
っ
国
民
的
融
合
と
同
和
行
政
（
そ
の
４
）
」

（
「
月
刊
部
落
問
題
Ｌ
四
一
一
号
、
５
月
）

小
森
龍
邦
「
部
落
完
全
解
放
と
は
何
か
ｌ
「
三
つ
の
命
題
Ｌ
を
め
ぐ
っ
て
⑩

②
」
（
可
解
放
運
動
と
同
和
教
育
し
一
一
一
一
一
八
号
。
一
一
一
一
一
九
号
、
５
月
）

馬
原
鉄
男
「
国
民
融
合
を
め
ざ
す
地
域
づ
く
り
ｌ
国
民
融
合
全
国
会
議
第
二

回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
」
（
『
部
落
壁
三
九
一
一
一
号
、
６
月
）

国
民
融
合
を
め
ざ
す
部
落
問
題
全
国
会
議
可
部
落
差
別
は
解
消
に
む
か
っ
て

い
る
Ｌ
八
国
民
融
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
第
三
輯
Ｖ

（
同
上
、
１
９
７
９
年
５
月
）

鈴
木
二
郎
「
偏
見
と
社
会
」
（
「
部
落
問
題
年
報
』
｜
輯
、
東
京
部
蕪
問
題

研
究
会
、
１
９
７
９
年
９
月
）

豊
田
慶
治
「
人
権
と
差
別
》
断
章
」

（
司
華
頂
短
期
大
学
研
究
紀
要
Ｌ
二
四
号
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

八
木
晃
介
「
差
別
糾
弾
の
歴
史
と
思
想
」

（
「
部
落
解
放
』
一
四
四
号
、
１
９
８
０
年
１
月
）

徳
二
」
（
同
右
）

松
崎
一
つ
同
和
保
育
入
門
⑥
ｌ
福
岡
に
お
け
る
同
和
保
育
の
現
状
」

（
『
は
ら
つ
ば
」
一
一
号
、
４
月
）

中
村
拡
三
「
大
学
に
お
け
る
解
放
（
同
和
）
教
育
の
歴
史
（
１
）
」

（
、
同
和
研
究
資
料
』
三
号
、
近
畿
大
学
同
和
教
育
研
究
会
、
４
月
）

元
木
健
・
村
越
末
男
編
『
「
同
和
」
教
育
論
ノ
ー
ト
Ｌ

（
解
放
出
版
社
、
４
月
）

中
野
陸
夫
編
司
教
科
教
育
に
お
け
る
人
間
解
放
の
理
論
と
展
開
し
八
教
育
大

学
教
科
教
育
講
座
第
３
巻
Ｖ
（
第
一
法
規
出
版
株
式
会
社
、
４
月
）

鈴
木
祥
蔵
編
「
子
ど
も
の
か
ら
だ
を
育
て
る
Ｌ
Ａ
解
放
保
育
シ
リ
ー
ズ
３
Ｖ

（
解
放
出
版
社
、
４
月
）

全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会
、
同
和
教
育
」
八
第
一
八
巻
Ｖ
（
同
上
、
４
月
）

門
真
市
教
職
員
組
合
社
会
科
溪
践
交
流
会
。
大
阪
府
同
和
教
育
研
究
協
議
会

、
歴
史
学
習
の
資
料
と
展
開
（
小
学
校
）
』
（
同
上
、
４
月
）

田
中
文
子
「
（
本
の
紹
介
）
可
部
落
解
放
保
育
の
創
造
第
４
集
し
「
言
語
を

育
て
る
ｌ
「
同
和
」
保
育
の
理
論
と
実
際
し
「
集
団
主
義
保
育
の
実
際
Ｉ

集
団
専
門
部
会
の
実
践
報
告
』
し
（
詞
部
落
解
放
し
’
五
○
号
、
５
月
）

八
特
集
ｖ
「
教
組
そ
の
実
践
と
た
た
か
い
」

（
「
解
放
教
育
し
’
二
一
号
、
５
月
）

海
老
原
治
善
「
八
○
年
代
教
育
政
策
と
教
組
運
動
の
課
題
」

内
田
宜
人
「
『
主
任
』
制
反
対
闘
争
の
現
局
面
」

桂
正
孝
「
新
教
育
課
程
と
民
主
的
編
成
運
動
の
課
題
」
ほ
か

山
中
多
美
男
「
競
争
の
原
理
を
克
服
し
共
存
の
原
理
へ
向
か
っ
て
し
（
同
右
）

高
橋
峰
和
「
全
解
連
の
学
校
教
育
介
入
は
こ
こ
ま
で
き
た
ｌ
松
原
高
校
差
別

戸

理

論
ｂ－■ 

八
特
集
ｖ
「
子
ど
も
と
親
と
教
師
と
」
（
「
解
放
教
育
Ｌ
二
一
○
号
、
４
月
）

国
分
一
太
郎
「
い
ま
人
の
子
の
師
で
あ
れ
ば
」
ほ
か

福
地
幸
造
司
続
・
残
硯
周
辺
（
１
）
」
（
同
右
）

八
特
集
ｖ
「
学
力
補
充
学
級
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
部
落
」
三
九
一
号
、
４
月
）

東
上
高
志
「
学
力
補
充
学
級
の
問
題
点
ｌ
同
和
教
育
行
政
見
直
し
の
糸

口
と
し
て
」
ほ
か

松
村
晃
一
「
大
阪
の
同
和
教
育
と
狭
山
一
・
二
八
ｌ
「
同
盟
休
校
Ｌ
に
ふ
る

そ
の
実
態
」
（
同
右
）

山
下
楠
一
「
（
本
棚
）
戦
後
同
和
教
育
の
研
究
」
（
同
右
）

八
特
集
ｖ
「
学
級
づ
く
り
Ｉ
親
・
子
ど
も
・
教
師
の
手
で
」

（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
Ｌ
三
五
号
、
４
月
）

南
部
吉
嗣
「
小
学
校
社
会
科
の
授
業
と
教
科
書
①
」
（
同
右
）

東
上
高
志
「
物
語
。
戦
後
同
和
教
育
三
○
年
ｌ
岡
山
県
の
民
主
教
育
と
大
岩

大
賀
正
行
・
師
岡
佑
行
・
沖
浦
和
光
「
理
論
問
題
座
談
会
’
八
○
年
代
の
部

落
解
放
理
論
の
創
造
を
め
ざ
し
て
（
１
）
（
２
）
（
３
）
（
終
）
し

（
『
解
放
新
聞
Ｌ
九
五
三
・
九
五
四
・
九
五
五
号
、
１
９
８
０
年
１
月
、

九
五
六
号
、
２
月
）

小
森
龍
邦
「
部
落
解
放
理
論
の
創
造
と
発
展
の
た
め
に
（
１
）
（
２
）
（
３
）
」

（
『
解
放
運
動
と
同
和
教
育
Ｌ
一
一
一
一
一
○
・
一
一
一
一
一
一
号
、
１
９
８
０
年
１
月

一
一
一
一
一
二
号
、
２
月
）

大
賀
正
行
「
部
落
解
放
理
論
の
課
題
」
（
「
第
４
回
部
落
解
放
東
日
本
夏
期

講
座
講
演
集
し
所
収
、
１
９
８
０
年
３
月
）

事
件
第
二
報
」
（
同
右
）

福
地
幸
造
「
続
・
残
硯
周
辺
（
２
）
」
（
同
右
）

八
特
集
ｖ
「
授
業
の
す
す
め
か
た
」

（
「
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
し
三
六
号
、
５
月
）

東
上
高
志
「
物
語
・
戦
後
同
和
教
育
三
○
年
Ｉ
和
歌
山
県
の
青
善
教
育
と
真

鍋
清
兵
衛
」
（
同
右
）

（
資
料
）
「
「
同
和
」
教
育
全
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
収
録
」

（
「
大
阪
教
育
大
学
教
育
研
究
所
報
』
十
五
号
、
５
月
）

小
巻
敏
雄
「
同
和
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
し
（
「
体
験
的
教
育
論
’
’
九

八
○
年
代
の
教
育
を
問
う
し
所
収
、
新
日
本
出
版
社
、
５
月
）

小
沢
有
作
「
第
十
八
分
科
会
Ｉ
人
権
教
育
」
（
『
日
本
の
教
育
Ｌ
第
二
九
集

所
収
、
｜
シ
橋
書
房
、
５
月
）

滋
賀
県
同
和
教
育
研
究
会
「
子
ど
も
た
ち
の
進
路
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す

る
た
め
に
’
一
九
七
九
年
度
の
と
り
く
み
Ｌ
Ａ
進
路
保
障
シ
リ
ー
ズ
６
Ｖ

（
同
上
、
５
月
）

大
阪
同
和
保
育
連
絡
協
議
会
『
闘
い
の
炎
を
ひ
き
つ
い
で
ｌ
「
同
和
Ｌ
保
育

十
年
の
あ
ゆ
ふ
」
（
同
上
、
５
月
）

大
阪
同
和
保
育
連
絡
協
議
会
「
二
四
時
間
の
生
活
の
組
織
化
を
め
ざ
し
て

（
第
四
集
）
Ｉ
「
狭
山
」
を
保
育
の
中
に
位
置
づ
け
る
し
（
同
上
、
５
月
）

全
国
解
放
教
育
研
究
会
ほ
か
「
第
七
回
に
ん
げ
ん
実
践
研
究
集
会
Ｌ

（
同
上
、
５
月
）

大
阪
同
和
保
育
連
絡
協
議
会
『
大
阪
同
和
保
育
’
第
十
二
回
総
会
特
集
』

（
同
上
、
５
月
）

ハ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ｉ
歴
史
教
科
書
の
検
討
ｖ

【
解
放
教
育
】
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（
「
解
放
教
育
し
一
二
二
号
、
６
月
）

桂
正
孝
「
教
科
書
検
定
基
準
と
し
て
の
新
指
導
要
領
」

寺
木
伸
明
「
前
近
代
史
を
と
ら
え
る
」

渡
辺
俊
雄
「
近
現
代
史
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
」

内
山
一
雄
「
近
現
代
史
記
述
と
排
外
主
義
」

山
元
六
合
夫
「
指
導
要
領
・
教
科
書
問
題
の
受
け
と
め
方
と
具
体
的
展

開
Ｌ

鈴
木
祥
蔵
「
教
科
書
問
題
を
直
視
し
よ
う
」

川
向
秀
武
「
地
道
な
青
年
た
ち
の
発
言
に
期
待
を
か
け
て
’
第
妬
回
全
国
大

会
に
出
席
し
て
」
（
同
右
）

福
地
幸
造
「
続
・
残
硯
周
辺
（
３
）
」
（
同
右
）

（
平
）
「
（
図
書
紹
介
）
福
岡
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
編
集
・
発
行
『
解

放
教
育
へ
の
軌
跡
ｌ
福
岡
県
「
同
和
」
教
育
運
動
史
・
資
料
編
Ｌ
Ｌ

（
同
右
）

東
上
高
志
「
講
座
・
こ
れ
か
ら
の
同
和
教
育
１
１
序
章
・
適
切
な
批
判
と
正

し
い
継
承
」
（
「
部
落
Ｌ
一
一
一
九
三
号
、
６
月
）

八
特
集
ｖ
「
座
談
会
可
子
ど
も
の
食
生
活
Ｌ
ｌ
そ
の
現
状
と
課
題
」

（
「
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
し
三
七
号
、
６
月
）

東
上
高
志
「
物
語
・
戦
後
同
和
教
育
三
○
年
Ｉ
兵
庫
県
の
同
和
教
育
と
長
浜

立
太
郎
」
（
同
右
）

久
保
井
規
夫
「
自
分
を
超
え
て
自
分
を
見
据
え
る
実
践
展
開
の
た
め
に
」

（
『
現
代
教
育
科
学
Ｌ
二
八
一
一
号
、
６
月
）

小
川
太
郎
「
同
和
教
育
し
八
小
川
太
郎
教
育
学
著
作
集
第
５
巻
Ｖ

（
青
木
書
店
、
６
月
）

凶
絵
本
・
物
語
の
理
解
力
に
関
、
す
る
研
究
ｌ
同
和
保
育
と
言
語
の
発
達
」

（
同
右
）

仲
島
隆
夫
「
プ
ラ
メ
ル
ド
に
お
け
る
カ
ワ
バ
ラ
の
研
究
ｌ
被
差
別
部
落
の
社

会
と
数
育
」
（
『
京
都
教
育
大
学
教
育
研
究
所
報
」
二
五
号
、
１
９
７
９

年
３
月
）

鳥
取
県
教
育
委
員
会
、
同
和
教
育
十
年
の
取
組
承
と
課
題
」

（
同
上
、
１
９
７
９
年
３
月
）

相
愛
中
・
高
等
学
校
同
和
教
育
推
進
委
員
会
、
相
愛
中
・
高
等
学
校
同
和
教

育
の
歩
み
恥
２
』
（
同
上
、
１
９
７
９
年
３
月
）

長
野
県
上
田
東
高
等
学
校
『
同
和
教
育
研
究
指
定
校
報
告
書
Ｌ

（
同
上
、
１
９
７
９
年
３
月
）

全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会
公
司
同
和
教
育
し
八
第
十
七
巻
Ｖ

（
同
上
、
１
９
７
９
年
４
月
）

滋
賀
県
同
和
教
育
研
究
会
進
路
保
障
研
究
会
、
子
ど
も
た
ち
の
進
路
を
よ
り

確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
に
二
九
七
八
年
度
の
と
り
く
ゑ
）
し
八
進
路

保
障
シ
リ
ー
ズ
５
Ｖ
（
滋
賀
県
同
和
教
育
研
究
会
、
１
９
７
９
年
５
月
）

八
木
晃
介
「
教
育
に
お
け
る
『
差
別
」
と
『
管
理
し
」

（
「
新
日
本
文
学
Ｌ
三
八
六
号
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

西
滋
勝
「
責
善
教
育
創
設
に
関
す
る
考
察
」
角
和
歌
山
の
歴
史
と
教
育
』

所
収
、
渡
辺
広
先
生
退
官
記
念
会
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

福
島
之
夫
「
地
域
史
料
の
教
材
化
の
意
義
と
そ
の
実
践
ｌ
中
学
校
歴
史
学
習

を
ど
う
す
す
め
た
か
」
（
同
右
）

高
知
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
二
九
七
九
年
度
高
知
県
同
和
教
育
研
究
大

会
報
告
書
ｌ
解
放
教
育
を
す
す
め
る
た
め
に
し

山
中
多
美
男
「
子
ど
も
の
環
境
を
考
え
る
ｌ
親
の
役
割
、
保
育
所
の
役
割
Ｌ

八
解
放
保
育
シ
リ
ー
ズ
４
Ｖ
（
解
放
出
版
社
、
６
月
）

全
国
解
放
教
育
研
究
会
『
部
落
解
放
教
育
へ
の
出
発
（
工
）
」
八
部
落
解
放

教
育
資
料
集
成
第
七
巻
Ｖ
（
明
治
図
書
、
６
月
）

全
国
解
放
教
育
研
究
会
『
部
落
解
放
教
育
へ
の
出
発
（
Ⅱ
）
し
八
部
落
解
放

教
育
資
料
集
成
第
八
巻
Ｖ
（
明
治
図
書
、
６
月
）

全
国
解
放
教
育
研
究
会
「
部
落
解
放
運
動
と
教
育
の
発
展
（
１
）
Ｌ
Ａ
部
落

解
放
教
育
資
料
集
成
第
九
巻
Ｖ
（
明
治
図
書
、
６
月
）

全
国
解
放
教
育
研
究
会
『
部
落
解
放
運
動
と
教
育
の
発
展
（
Ⅱ
）
Ｌ
Ａ
部
落

解
放
教
育
資
料
集
成
第
十
巻
Ｖ
（
明
治
図
書
、
６
月
）

大
阪
府
同
和
教
育
研
究
協
議
会
・
大
阪
市
同
和
教
育
研
究
協
議
会
二
九
八

一
年
度
用
中
学
校
教
科
書
検
討
資
料
八
国
語
Ｖ
』
（
同
上
、
６
月
）

大
阪
府
同
和
教
育
研
究
協
議
会
・
大
阪
市
同
和
教
育
研
究
協
議
会
二
九
八

一
年
度
用
中
学
校
教
科
書
検
討
資
料
八
社
会
Ｖ
Ｌ
（
同
上
、
６
月
）

高
知
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
『
実
践
集
録
ｌ
解
放
教
育
の
と
り
く
み
」

（
同
上
、
６
月
）

杉
尾
敏
明
「
同
和
教
育
論
の
今
日
的
争
点
Ｉ
東
上
・
西
両
氏
の
所
論
批
判
」

（
可
阪
南
論
集
Ｌ
一
四
巻
二
号
、
１
９
７
９
年
２
月
）

学
力
論
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
「
教
育
の
機
会
均
等
と
学
力
問
題
１

高
校
生
活
と
社
会
階
層
」
（
「
研
究
報
告
集
録
し
九
四
号
、
大
阪
府
科
学

教
育
セ
ン
タ
ー
、
１
９
７
９
年
３
月
）

授
業
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
「
学
力
保
障
の
た
め
の
授
業
研
究
そ
の

２
１
小
学
校
低
学
年
に
お
け
る
文
学
教
材
の
指
導
に
つ
い
て
」
（
同
右
）

乳
幼
児
数
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
「
乳
幼
児
教
育
に
関
す
る
研
究

（
同
上
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

全
国
「
同
和
Ｌ
保
育
連
絡
協
議
会
（
準
備
会
）
・
奈
良
県
解
放
保
育
研
究
会

「
部
落
解
放
第
二
回
全
国
「
同
和
」
保
育
研
究
集
会
・
第
四
回
奈
良
県
解

放
保
育
研
究
集
会
』
（
同
上
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

佐
賀
県
同
和
教
育
研
究
会
「
第
十
回
佐
賀
県
「
同
和
」
教
育
研
究
大
会
集

録
Ｌ
（
同
上
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

京
都
市
教
育
委
員
会
「
同
和
教
育
の
概
要
（
昭
和
五
四
年
）
し

（
同
上
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

林
竹
二
・
西
田
秀
秋
「
怨
恨
を
超
え
て
悲
願
へ
ｌ
部
落
と
朝
鮮
を
め
ぐ
っ

て
」
（
「
近
代
民
衆
の
記
録
９
部
落
民
（
月
報
）
し
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

八
特
集
ｖ
「
同
和
教
育
の
創
造
的
深
化
」

（
『
兵
庫
教
育
し
’
一
一
一
巻
八
号
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

関
西
大
学
自
主
ゼ
ミ
「
部
落
解
放
論
」
実
行
委
員
会
「
長
崎
の
部
落
と
解
放

の
原
点
’
第
七
回
自
主
ゼ
ミ
調
査
報
告
書
」
（
同
上
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

八
特
集
ｖ
「
同
和
教
育
の
現
状
と
課
題
Ｌ

（
可
教
育
と
ち
ぎ
し
三
五
一
号
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

長
野
県
教
育
委
員
会
編
「
同
和
教
育
研
究
指
定
校
報
告
書
（
昭
和
五
二
・
五

三
年
度
）
』
（
同
上
、
１
９
７
９
年
⑫
月
）

高
知
県
教
育
委
員
会
高
校
教
育
課
「
高
等
学
校
同
和
教
育
資
料
（
第
十
二
号
）
し

（
同
上
、
１
９
８
０
年
１
月
）

同
和
教
育
委
員
会
「
管
理
職
対
象
同
和
教
育
研
修
会
実
施
状
況
全
国
調
査
の

報
告
」
（
『
全
国
連
合
小
学
校
長
会
研
究
紀
要
」
二
号
、
１
９
８
０
年
２
月
）

第
６
回
九
州
地
区
「
同
和
」
教
育
夏
期
講
座
地
元
実
行
委
員
会
『
第
６
回
九

州
地
区
「
同
和
」
教
育
夏
期
講
座
鹿
児
島
集
会
報
告
集
」
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高
畑
忠
昭
ほ
か
「
被
差
別
部
落
の
歴
史
に
関
す
る
学
習
指
導
の
た
め
の
教
材

資
料
（
改
訂
版
）
し
八
研
究
報
告
二
五
（
Ａ
）
Ｖ
（
同
右
）

兵
庫
県
立
教
育
研
修
所
「
同
和
教
育
長
期
研
修
報
告
Ｌ
八
第
八
集
Ｖ

（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

滋
賀
県
教
育
委
員
会
・
小
中
学
校
同
和
教
育
実
践
課
題
研
究
委
員
会
可
小
中

学
校
同
和
教
育
実
践
指
導
・
事
例
集
』
（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

大
阪
府
同
和
教
育
研
究
協
議
会
進
路
実
態
追
跡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
「
大

阪
の
進
路
保
障
し
八
進
路
実
態
追
跡
調
査
報
告
第
九
集
Ｖ

（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

滋
賀
県
東
浅
井
郡
虎
姫
町
虎
姫
中
学
校
『
同
和
教
育
の
研
究
（
昭
和
五
四
年

度
）
し
（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

第
４
回
県
同
研
大
会
実
行
委
員
会
可
第
４
回
鹿
児
島
県
「
同
和
」
教
育
研
究

大
会
報
告
集
』
（
鹿
児
島
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
、
１
９
８
０
年
３
月
）

大
阪
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
部
編
「
こ
れ
か
ら
の
教
育
（
十
訂
版
）
Ｉ
同

和
教
育
を
す
す
め
る
た
め
に
」
（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

大
阪
同
和
教
育
推
進
枚
実
習
生
組
合
『
解
放
教
育
の
担
い
手
を
め
ざ
し
て

二
九
七
九
年
度
活
動
報
告
集
）
し
（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

東
大
谷
高
等
学
校
同
和
教
育
委
員
会
「
夜
明
け
を
め
ざ
し
て
Ｌ
『
夜
明
け
を

め
ざ
し
て
（
用
語
解
説
編
）
』
（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

日
之
出
子
ど
も
会
指
導
者
集
団
編
司
子
ど
も
会
指
導
者
の
実
践
研
究
ｌ
部
落

解
放
日
之
出
子
ど
も
会
の
実
践
報
告
」
（
大
阪
市
同
和
事
業
促
進
日
之
出

地
区
協
議
会
、
１
９
８
０
年
３
月
）

羽
曳
野
市
立
羽
曳
野
中
学
校
・
大
阪
府
同
和
教
育
研
究
協
議
会
「
英
語
の
自

主
編
成
ｌ
原
学
級
保
障
を
め
ざ
し
て
（
中
学
一
年
）
し

（
同
上
、
１
９
８
０
年
２
月
）

高
松
ヒ
ロ
子
ほ
か
「
幼
稚
園
に
お
け
る
同
和
教
育
」
（
『
教
育
研
究
報
告
し

四
六
巻
一
号
、
明
石
市
教
育
研
究
所
、
１
９
８
０
年
３
月
）

芝
野
文
子
ほ
か
「
同
和
学
習
教
材
の
研
究
」
（
「
教
育
研
究
報
告
」
四
六
巻

一
一
号
、
明
石
市
教
育
研
究
所
、
１
９
８
０
年
３
月
）

横
山
昌
子
ほ
か
「
同
和
教
育
実
践
試
案
の
研
究
」
（
「
研
究
記
録
し
昭
和
五

四
年
度
、
宇
都
宮
市
立
教
育
研
究
所
、
１
９
８
０
年
３
月
）

山
口
満
「
部
落
差
別
と
幼
児
教
育
ｌ
低
学
力
の
克
服
と
し
つ
け
の
あ
り
方

の
問
題
を
中
心
に
し
て
し
（
『
部
落
問
題
同
和
教
育
研
究
Ｌ
三
号
、
奈
良

教
育
大
学
同
和
教
育
推
進
協
議
会
、
１
９
８
０
年
３
月
）

木
山
良
亮
「
融
和
教
育
の
成
立
過
程
ｌ
解
放
教
育
運
動
史
研
究
（
そ
の
３
）
」

（
「
教
育
学
研
究
紀
要
Ｌ
二
五
号
、
中
国
四
国
教
育
学
会
、
１
９
８
０
年

３
月
）

八
（
報
告
）
「
同
和
」
地
区
に
於
け
る
児
童
の
低
学
力
克
服
に
関
す
る
教
育

方
法
論
的
研
究
ｖ
（
『
関
西
大
学
教
育
科
学
セ
ミ
ナ
リ
ー
し
特
別
号
、
１

９
８
０
年
３
月
）

鈴
木
祥
蔵
「
「
同
和
Ｌ
保
育
の
展
開
し

山
下
栄
一
二
人
ひ
と
り
の
意
欲
を
大
切
に
す
る
共
同
体
志
向
の
保
育
」

野
村
幸
正
「
読
字
の
補
償
教
育
に
つ
い
て
」

田
中
欣
和
「
「
学
力
保
障
し
運
動
の
展
開
と
諸
問
題
」

田
中
欣
和
「
遡
及
型
学
習
の
意
義
と
課
題
Ｉ
教
材
集
「
ひ
ら
が
な
し
を

中
心
に
」

小
川
正
「
「
学
力
Ｌ
研
究
の
動
向
と
問
題
点
ｌ
「
解
放
の
主
体
Ｌ
形

成
を
め
ざ
し
て
」
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催
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懐
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Ｆ
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シ
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に
正
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囹
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Ｆ
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Ｒ
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仁
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玉
田
勝
郎
「
学
力
保
障
の
方
法
的
課
題
と
展
望
」

右
島
洋
介
可
京
都
府
下
中
舞
鶴
地
区
に
お
け
る
同
和
教
育
運
動
に
つ
い

て
」

海
老
原
治
善
「
部
落
解
放
総
合
十
か
年
計
画
と
部
落
解
放
教
育
計
画
」

授
業
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
「
学
力
保
障
の
た
め
の
授
業
研
究
（
そ

の
３
）
Ｉ
小
学
校
高
学
年
に
お
け
る
説
明
的
文
章
の
指
導
に
つ
い
て
」

（
「
研
究
報
告
集
録
し
九
五
号
、
大
阪
府
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
、
１
９
８

０
年
３
月
）

田
中
正
枝
「
乳
幼
児
教
育
に
関
す
る
研
究
⑤
ｌ
物
語
能
力
に
関
す
る
研
究
」

（
同
右
）

田
畑
元
信
・
梅
田
昌
彦
「
乳
幼
児
教
育
に
関
す
る
研
究
⑤
Ｉ
絵
本
・
物
語
の

理
解
力
に
関
す
る
研
究
②
Ｉ
同
和
保
育
と
言
語
の
発
達
」
（
同
右
）

林
力
「
国
際
児
童
年
と
解
放
教
育
」

（
「
第
４
回
部
落
解
放
東
日
本
講
座
講
演
集
し
所
収
、
１
９
８
０
年
３
月
）

八
尾
市
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
四
年
度
同
和
教
育
資
料
（
第
十
四
集
）
・
同

和
教
育
の
手
引
（
第
十
三
集
）
」
（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

相
愛
中
。
高
等
学
校
同
和
教
育
推
進
委
員
会
「
相
愛
中
・
高
等
学
校
同
和
教

育
の
歩
承
恥
３
』
（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

村
田
真
吾
・
米
田
隆
平
『
八
研
究
資
料
Ｖ
「
に
ん
げ
ん
」
実
践
参
考
資
料
目

録
」
（
大
阪
市
教
育
研
究
所
、
１
９
８
０
年
３
月
）

高
畑
忠
昭
ほ
か
「
被
差
別
部
落
の
歴
史
に
関
す
る
学
習
指
導
の
た
め
の
教
材

資
料
（
指
導
の
手
び
き
）
Ｌ
八
研
究
報
告
一
一
五
（
Ｂ
）
Ｖ
（
同
右
）

内
山
一
雄
『
地
域
の
教
育
カ
ー
学
校
と
地
域
と
の
か
か
わ
り
か
ら
Ｌ
八
教
育

研
究
紀
要
第
一
七
九
号
Ｖ
（
同
右
）

（
同
上
、
１
９
８
０
年
）

大
阪
市
同
和
教
育
研
究
協
議
会
『
解
放
教
育
の
創
造
５
二
九
七
九
年
度
大

阪
市
同
和
教
育
研
究
大
会
実
践
報
告
集
）
』
（
同
上
、
１
９
８
０
年
）

田
中
三
郎
「
（
ひ
ろ
つ
ば
）
ト
ッ
カ
ビ
子
ど
も
会
の
叫
び
を
受
け
と
め
て
」

（
『
は
ら
っ
ぱ
し
十
一
号
、
４
月
）

沼
田
稲
次
郎
「
社
会
的
人
権
の
思
想
Ｌ
八
新
Ｎ
Ｈ
Ｋ
市
民
大
学
叢
書
１
Ｖ

（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
４
月
）

金
賛
汀
「
ぼ
く
、
も
う
我
慢
で
き
な
い
よ
ｌ
あ
る
「
い
じ
め
ら
れ
っ
子
」

の
自
殺
』
二
光
社
、
４
月
）

金
達
寿
ほ
か
「
教
科
書
に
書
か
れ
た
朝
鮮
』
（
講
談
社
、
４
月
）

全
障
連
全
国
出
版
局
『
全
障
連
第
四
回
大
会
報
告
集
」
（
同
上
、
６
月
）

日
本
婦
人
団
体
連
合
会
可
婦
人
白
書
二
九
八
○
年
版
）
』

（
草
土
文
化
、
６
月
）

高
杉
晋
吾
「
権
力
の
犯
罪
』
（
新
泉
社
、
６
月
）

日
本
弁
護
士
連
合
会
国
会
等
対
策
会
議
再
審
法
改
正
部
会
『
日
弁
連
再
審
通

信
Ｌ
恥
Ⅳ
（
同
上
、
６
月
）

山
田
光
二
可
婦
人
と
人
権
』
（
大
阪
市
教
育
委
員
会
、
１
９
７
９
年
３
月
）

グ
ル
ー
プ
社
会
派
。
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
冤
罪
の
研
究
』

（
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
出
版
会
、
１
９
７
９
年
７
月
）

大
阪
市
外
国
人
教
育
研
究
協
議
会
『
市
外
教
（
合
冊
）
し
八
創
刊
号
’
第
二

一
一
一
号
Ｖ
（
同
上
、
１
９
７
９
年
８
月
）

青
地
晨
司
魔
の
時
間
’
六
つ
の
冤
罪
事
件
」

【
人
権
】
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（
筑
摩
書
房
、
１
９
８
０
年
１
月
）

日
本
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
可
国
際
障
害
者
年
関
係
資
料
集
し

恥
１
（
同
上
、
１
９
８
０
年
２
月
）

日
本
弁
護
士
連
合
会
国
会
等
対
策
会
議
再
審
法
改
正
部
会
『
日
弁
連
再
審
通

信
』
皿
刈
（
同
上
、
１
９
８
０
年
２
月
）

松
元
忠
士
「
部
落
問
題
と
国
際
人
権
規
約
」
（
『
部
落
問
題
同
和
教
育
研
究
し

三
号
、
奈
良
教
育
大
学
同
和
教
育
推
進
協
議
会
、
１
９
８
０
年
３
月
）

山
田
光
一
一
「
日
本
の
伝
統
文
化
と
人
権
意
識
」

（
「
天
理
大
学
同
和
問
題
研
究
室
紀
要
』
創
刊
号
、
１
９
８
０
年
３
月
）

南
川
諦
弘
「
人
権
の
国
際
法
的
保
障
Ｉ
国
際
人
権
規
約
の
締
結
を
機
と
し
て
」

（
同
右
）

長
谷
山
八
郎
「
障
害
児
教
育
か
ら
人
間
教
育
へ
」
（
同
右
）

内
山
一
雄
「
在
日
朝
鮮
人
問
題
と
専
修
学
校
制
度
」
（
同
右
）

身
体
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
司
私
の
提
言
ｌ
障
害
者
の
一
雇
用
を
進
め
る
に
は
Ｌ

（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

橋
本
正
樹
「
ハ
ル
ポ
Ｖ
滋
賀
県
愛
知
郡
愛
知
川
町
川
久
保
／
野
洲
都
野

洲
町
和
田
」
・

右
田
伊
佐
雄
「
伝
承
記
録
」

林
保
雄
「
再
創
造
」

江
守
徹
「
（
批
評
と
紹
介
）
村
崎
義
正
『
猿
ま
わ
し
復
活
し
」

（
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
Ｌ
二
○
五
号
、
４
月
）

日
野
範
之
『
（
書
評
）
被
差
別
の
、
土
着
的
な
価
値
か
ら
Ｉ
山
本
哲
士
「
学

校
・
医
療
・
交
通
の
神
話
Ｌ
Ｌ

（
「
季
刊
ク
ラ
イ
シ
ス
Ｌ
三
号
、
４
月
）

大
西
巨
人
「
神
聖
喜
劇
Ｌ
Ａ
第
４
巻
Ｖ
Ａ
第
５
巻
Ｖ
（
光
文
社
、
４
月
）

木
津
譲
「
竜
安
寺
石
庭
と
被
差
別
民
衆
ｌ
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
音
次
郎
の
庭
し

製
作
に
か
か
わ
っ
て
」
（
△
「
部
落
解
放
し
’
五
○
号
、
５
月
）

八
創
る
Ｉ
み
ん
な
で
つ
く
る
文
化
の
ペ
ー
ジ
ｖ
（
同
右
）

藤
岡
喜
美
「
寺
岡
先
生
」
ほ
か

川
元
祥
一
「
虚
構
の
陽
（
連
載
小
説
第
十
一
回
）
」
（
同
右
）

編
集
部
「
女
と
仕
事
２
１
十
五
年
が
通
じ
な
い
し

（
『
解
放
教
育
し
’
二
一
号
、
５
月
）

八
部
落
の
民
謡
を
た
ず
ね
て
ｎ
Ｖ
（
「
部
落
Ｌ
三
九
二
号
、
５
月
）

橋
本
正
樹
「
八
ル
ポ
Ｖ
滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
北
比
江
／
犬
上
郡
甲
良

町
長
寺
」

右
田
伊
佐
雄
・
森
本
圭
子
「
伝
承
記
録
し

き
の
よ
し
ひ
こ
「
再
創
造
し

高
田
一
「
第
八
回
水
曜
喫
茶
店
記
Ｉ
日
野
範
之
『
ジ
ャ
ム
ナ
河
の
声
」
を

め
ぐ
っ
て
」
（
『
文
学
学
校
Ｌ
一
八
二
号
、
５
月
）

【
社
会
啓
発
】

長
谷
川
善
計
「
社
会
同
和
教
育
の
再
検
討
（
中
）
１
市
民
啓
発
冊
子
を
中
心

に
」
（
『
月
刊
部
落
問
題
』
四
一
号
、
４
月
）

長
谷
川
善
計
「
社
会
同
和
教
育
の
再
検
討
（
下
）
ｌ
市
民
啓
発
冊
子
を
中
心

に
」
（
「
月
刊
部
落
問
題
Ｌ
四
一
一
号
、
５
月
）

全
解
連
神
戸
市
協
議
会
「
オ
ー
ト
ス
ラ
イ
ド
。
シ
ナ
リ
オ
Ｉ
私
た
ち
の
街
私

た
ち
の
運
動
」
（
同
右
）

杉
之
原
寿
一
「
新
し
い
部
落
問
題
八
新
版
Ｖ
』
八
市
民
学
習
シ
リ
ー
ズ
１
Ｖ

Ｅ
Ｆ
＆
Ｐ
ｈ
■
■
Ｓ
ｐ
ｂ
丘
■
■
Ｅ
Ｅ
Ｅ
ｐ
Ｂ
Ｐ
Ｂ
Ｆ
Ｈ
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ｂ
Ｒ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
い
●
は
■
■
区
亡
■
■
臥
汀
■
■
且
■
け
の
に
、
ｒ
憎
涙
印
Ｂ
Ｌ
Ｋ
■
■
Ｐ
Ｂ
Ｂ
■
■
■
■
■
一
Ｌ
Ｐ
ｈ
Ｐ
ｂ
丑
●
Ｆ
■
ザ
Ｆ
Ｄ
Ⅱ
」
Ｆ
Ｌ
ｔ
Ｆ
Ｄ
Ｆ
■
■
Ｆ
Ｆ
Ｓ
Ｐ
ｉ
ｒ
世
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｂ
Ｂ
Ｄ
＆
ロ
届
出
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｂ
か
広
り
■
ｎ
Ｆ
Ｂ
ｒ
５
Ｐ
０
Ｒ
ｂ
Ｐ
８
Ｐ
仏
０
▲
■
巴
伊
Ｂ
仏
ｂ
ｂ
ｒ
卜
Ｂ
ｉ
ｌ
ｈ
ど
じ
Ｐ
Ｅ
６
０
Ｌ
Ｈ
■
８
０
１
巴
ｂ
０
０
Ｊ
ｂ
ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｐ
Ｈ
圧
ｂ
■
ｌ
ｌ
Ｎ
Ｐ
６
ｂ
０
Ｄ
Ｈ
Ｂ
Ｉ
８
Ｐ
Ｂ
Ｂ
■
■
■
■
Ｄ
ｂ
Ｂ
■
■
■
■

雪
憲
一
塞
奎
琴
霊
一
一
嚢
（
一
藁
蕊
辱
愛
蔓
》
一
瞬
下
習
万
角
兵
ミ
ヱ
ン
碆
一
。
“

（
兵
庫
部
落
問
題
研
究
所
、
５
月
）

枚
方
市
・
枚
方
市
教
育
委
員
会
「
連
続
講
座
「
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て
」
Ｌ

Ａ
同
和
教
育
学
習
資
料
８
Ｖ
（
同
上
、
５
月
）

福
田
良
夫
「
ス
ラ
イ
ド
『
ふ
る
さ
と
は
売
ら
な
い
Ｌ
に
取
り
く
ん
で
Ｌ

（
「
部
落
問
題
ｌ
調
査
と
研
究
し
三
○
号
、
６
月
）

北
九
州
同
和
対
策
推
進
協
議
会
『
企
業
と
同
和
問
題
Ｉ
同
和
問
題
の
早
期
解

決
を
め
ざ
し
て
別
』
（
同
上
、
６
月
）

広
島
県
民
生
部
同
和
対
策
謀
可
啓
発
活
動
の
今
後
の
課
題
ｌ
県
民
の
同
和
問

題
意
識
調
査
と
関
連
し
て
」
（
同
上
、
６
月
）

部
落
解
放
研
究
所
編
「
差
別
の
歴
史
に
ま
な
ぶ
ｌ
生
き
る
（
学
習
の
手
び

き
）
し
（
同
上
、
１
９
８
０
年
１
月
）

高
知
市
・
高
知
市
教
育
委
員
会
『
人
権
と
差
別
し

（
同
上
、
１
９
８
０
年
１
月
）

阿
南
市
同
和
教
育
協
議
会
『
自
分
の
た
め
の
同
和
問
題
Ｉ
市
民
一
人
一
人
の

利
益
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
し
（
同
上
、
１
９
８
０
年
１
月
）

の
じ
ぎ
く
会
館
「
同
和
問
題
啓
発
〈
ソ
ド
ブ
ッ
ク
ー
今
日
よ
り
明
日
に
向
か

っ
て
』
（
同
上
、
１
９
８
０
年
２
月
）

枚
方
市
・
枚
方
市
教
育
委
員
会
『
貸
し
出
し
フ
ィ
ル
ム
目
録
』

（
同
上
、
１
９
８
０
年
８
月
）

塩
見
鮮
一
郎
「
（
著
者
自
評
）
敢
え
て
差
別
の
意
味
を
問
う
、
私
の
二
冊
の

本
ｌ
『
黄
色
い
国
か
ら
の
脱
出
ロ
Ｌ
「
告
別
の
儀
式
」
」

（
『
別
冊
の
本
Ｌ
二
一
一
一
号
、
５
月
）

篠
田
浩
一
郎
「
旬
破
戒
Ｌ
と
『
明
暗
Ｌ
ｌ
近
代
小
説
は
い
か
に
書
か
れ
た
か

（
第
一
回
）
」
（
『
使
者
』
五
号
、
５
月
）

田
中
克
彦
「
こ
と
ば
の
差
別
Ｌ
Ａ
人
間
選
書
訂
Ｖ

（
豊
山
漁
村
文
化
協
会
、
５
月
）

塩
見
鮮
一
郎
司
告
別
の
儀
式
』
（
田
畑
書
店
、
５
月
）

川
元
祥
一
「
虚
構
の
陽
（
連
載
小
説
第
ｎ
回
）
」

（
「
部
落
解
放
」
’
五
一
号
、
６
月
）

八
創
る
Ｉ
み
ん
な
で
つ
く
る
文
化
の
ペ
ー
ジ
ｖ
（
同
右
）

川
崎
町
立
同
和
保
育
所
一
‐
人
間
を
大
切
に
し
た
人
Ｉ
絵
の
と
り
く
み
Ｉ

即
・
３
．
３
」
ほ
か

さ
ね
と
う
。
あ
き
ら
「
（
図
書
紹
介
）
『
部
落
の
語
り
伝
え
ｌ
火
の
玉
の
は

な
し
Ｌ
Ｌ
（
『
解
放
教
育
し
’
一
三
号
、
６
月
）

八
部
落
の
民
謡
を
た
ず
ね
て
羽
ｖ

橋
本
正
樹
「
ハ
ル
ポ
Ｖ
滋
賀
県
彦
根
市
広
野
」

石
田
隆
恒
「
ハ
ル
ポ
Ｖ
滋
賀
県
犬
上
郡
甲
良
町
呉
竹
し

右
田
伊
佐
雄
「
伝
承
記
録
」

林
保
雄
「
再
創
造
」

小
松
と
き
「
（
読
書
）
西
門
民
江
署
「
峠
の
道
ｌ
部
落
に
生
き
て
Ｌ
」

（
「
月
刊
部
落
問
題
」
四
三
号
、
６
月
）

奥
田
美
穂
「
（
書
評
）
ひ
と
つ
の
教
育
論
Ｉ
村
崎
義
正
署
「
猿
ま
わ
し
復
活
と

（
『
月
刊
社
会
教
育
Ｌ
二
七
七
号
、
６
月
）

編
集
部
「
女
と
仕
事
１
１
藁
を
打
つ
青
し

（
『
解
放
教
育
Ｌ
一
二
○
号
、
４
月
）

八
部
落
の
民
謡
を
た
ず
ね
て
ｎ
Ｖ
（
『
部
落
Ｌ
三
九
一
号
、
４
月
）

【
文
化
・
思
想
】

塁
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究
紀
要
」
創
刊
号
・
二
号
」
（
同
右
）

原
田
伴
彦
「
宗
教
と
部
落
問
題
側
ｌ
無
関
心
で
冷
淡
な
宗
教
家
」

（
「
南
御
堂
」
二
一
五
号
、
６
月
）

研
究
部
「
仏
教
と
部
落
問
題
に
つ
い
て
②
Ｉ
仏
教
徒
は
部
落
問
題
に
目
ざ
め

よ
う
」
（
『
月
刊
滋
賀
の
部
落
」
五
二
号
、
６
月
）

同
和
推
進
本
部
司
身
同
Ｉ
同
和
研
究
紀
要
』
三
号
（
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
、

６
月
）

工
藤
英
一
「
日
露
戦
争
期
の
部
落
問
題
に
関
す
る
一
試
論
Ｉ
キ
リ
ス
ト
教
と

部
落
問
題
」
（
「
部
落
問
題
年
報
Ｌ
｜
輯
、
東
京
部
落
問
題
研
究
会
、
１

９
７
９
年
９
月
）

八
特
集
ｖ
「
部
落
差
別
を
考
え
る
」

（
『
信
徒
の
友
」
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、
１
９
７
９
年
、
月
）

萩
原
俊
彦
「
群
馬
県
の
水
平
運
動
と
キ
リ
ス
ト
者
清
塚
良
三
郎
」

（
『
・
史
朋
Ｌ
一
五
号
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

工
藤
英
一
「
部
落
問
題
と
キ
リ
ス
ト
教
」

（
『
明
治
期
の
キ
リ
ス
ト
教
し
所
収
、
教
文
館
、
１
９
７
９
年
、
月
）

原
田
伴
彦
「
宗
教
と
部
落
問
題
側
Ｉ
先
駆
者
・
武
内
了
温
」

（
「
南
御
堂
』
二
一
○
号
、
１
９
８
０
年
１
月
）

仲
尾
俊
博
「
被
差
別
カ
ー
ス
ト
と
仏
教
⑧
」

（
『
月
刊
滋
賀
の
部
落
Ｌ
四
八
号
、
１
９
８
０
年
２
月
）

原
田
伴
彦
「
宗
教
と
部
落
問
題
剛
ｌ
部
落
寺
院
を
賤
視
」

（
『
南
御
堂
』
二
一
一
号
、
１
９
８
０
年
２
月
）

原
田
伴
彦
可
宗
教
と
部
落
問
題
伽
Ｉ
寺
院
・
神
社
に
か
か
わ
る
差
別
事
象
」

（
『
南
御
堂
」
二
一
二
号
、
１
９
８
０
年
３
月
）

小
林
初
枝
『
こ
ん
な
差
別
が
Ｌ
八
ち
く
ま
少
年
図
書
館
蛤
Ｖ

（
筑
摩
書
房
、
６
月
）

平
野
一
郎
「
記
者
の
目
と
人
権
Ｌ
Ａ
部
落
解
放
新
書
ｎ
Ｖ

（
解
放
出
版
社
、
６
月
）

川
端
俊
英
「
「
破
壊
Ｌ
の
社
会
性
Ｉ
評
価
の
統
一
を
め
ざ
し
て
」

（
『
日
本
文
学
』
二
八
巻
八
号
、
１
９
７
９
年
８
月
）

北
川
鉄
夫
「
日
本
文
学
に
ふ
る
東
京
の
部
落
の
状
況
Ｉ
主
と
し
て
明
治
維
新

か
ら
敗
戦
ま
で
」
（
『
部
落
問
題
年
報
』
第
一
輯
、
東
京
部
落
問
題
研
究

会
、
１
９
７
９
年
９
月
）

広
瀬
鎖
「
我
国
猿
ま
わ
し
芸
能
集
団
に
お
け
る
芸
能
の
継
承
と
芸
能
の
観

容
受
容
」
（
『
民
族
学
研
究
Ｌ
四
四
巻
一
一
号
、
１
９
７
９
年
９
月
）

土
方
鉄
「
中
野
さ
ん
の
句
差
別
語
論
し
」

（
「
新
日
本
文
学
Ｌ
三
八
八
号
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

森
本
穫
「
川
端
文
学
に
お
け
る
差
別
意
識
の
構
造
ｌ
司
掌
の
小
説
Ｌ
を
中

心
に
」
（
「
安
田
女
子
大
学
紀
要
Ｌ
八
号
、
１
９
７
９
年
、
月
）

安
井
和
夫
「
こ
の
ひ
と
す
じ
（
第
五
部
）
夜
明
け
（
完
結
編
）
し

（
ら
く
ぶ
ん
社
、
１
９
８
０
年
２
月
）

山
田
光
二
「
「
御
経
野
の
子
守
唄
Ｌ
考
証
ノ
ー
ト
」

（
「
天
理
大
学
同
和
問
題
研
究
室
紀
要
Ｌ
創
刊
号
、
１
９
８
０
年
３
月
）

梅
沢
利
彦
ほ
か
「
文
学
の
中
の
被
差
別
部
落
像
ｌ
戦
前
篤
し

（
明
石
書
店
、
１
９
８
０
年
３
月
）

栃
木
県
同
和
地
区
文
化
遺
産
調
査
委
員
会
司
被
差
別
部
落
の
生
活
と
文
化
Ｉ

栃
木
県
同
和
地
区
文
化
遺
産
調
査
報
告
Ｌ

（
栃
木
県
教
育
委
員
会
、
１
９
８
０
年
３
月
）

仲
尾
俊
博
「
被
差
別
カ
ー
ス
ト
と
仏
教
⑨
」

（
『
月
刊
滋
賀
の
部
落
Ｌ
四
九
号
、
１
９
８
０
年
３
月
）

十
川
嘉
郎
「
天
理
教
の
い
ん
わ
ん
観
と
差
別
（
試
論
）
」

（
『
天
理
大
学
同
和
問
題
研
究
室
紀
要
』
創
刊
号
、
１
９
８
０
年
３
月
）

水
上
勉
「
仏
教
と
差
別
」
（
「
第
４
回
部
落
解
放
東
日
本
夏
期
講
座
講
演

集
』
所
収
、
１
９
８
０
年
３
月
）

近
藤
祐
昭
「
部
落
解
放
運
動
と
宗
教
の
課
題
』
（
同
上
、
１
９
８
０
年
）

【
通
史
】

盛
田
嘉
穂
「
あ
の
入
こ
の
人
倒
」

（
『
解
放
新
聞
』
大
阪
版
、
四
○
三
号
、
４
月
）

山
谷
一
三
「
河
内
水
平
社
の
同
人
た
ち
Ｉ
こ
の
人
に
聞
く
伽
」
（
同
右
）

盛
田
嘉
穂
「
あ
の
入
こ
の
人
幽
」

（
『
解
放
新
聞
」
大
阪
版
、
四
○
七
号
、
５
月
）

東
口
平
蔵
「
｜
誠
会
か
ら
舳
松
水
平
社
へ
ｌ
こ
の
人
に
聞
く
剛
」
（
同
右
）

南
広
好
可
こ
こ
ろ
Ｉ
議
員
二
五
年
の
回
想
」
（
同
上
、
５
月
）

岡
あ
き
ら
「
荊
冠
記
（
第
二
部
第
九
章
）
」

（
「
部
落
問
題
Ｉ
調
査
と
研
究
Ｌ
三
○
号
、
６
月
）

盛
田
嘉
穂
「
あ
の
入
こ
の
人
間
」

（
「
解
放
新
聞
Ｌ
大
阪
版
、
四
二
号
、
６
月
）

嶋
谷
保
三
「
ふ
る
さ
と
南
方
Ｉ
こ
の
人
に
聞
く
卿
」
（
同
右
）

柴
田
啓
蔵
「
あ
あ
解
放
の
旗
高
く
Ｉ
「
解
放
歌
」
の
意
味
』

（
福
岡
部
落
史
研
究
会
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

福
岡
部
落
史
研
究
会
『
福
岡
県
被
差
別
部
落
史
の
諸
相
Ｌ
八
部
落
解
放
史
研

原
田
伴
彦
「
宗
教
と
部
落
問
題
⑫
’
二
如
会
Ｌ
を
設
立
」

（
司
南
御
堂
Ｌ
一
一
一
三
号
、
４
月
）

小
林
大
一
一
句
小
県
郡
依
田
窪
被
差
別
部
落
の
墓
標
ｌ
調
査
報
告
書
Ｌ

（
部
落
解
放
墓
碑
研
究
会
、
４
月
）

山
本
尚
友
「
東
本
願
寺
塔
頭
金
福
寺
に
つ
い
て
（
上
）
」

（
可
京
都
部
落
史
研
究
所
報
」
第
一
一
九
号
、
５
月
）

原
田
伴
彦
「
宗
教
と
部
落
問
題
卿
ｌ
宗
教
界
へ
の
厳
し
い
批
判
Ｌ

（
『
南
御
堂
Ｌ
一
二
四
号
、
５
月
）

同
炎
の
会
事
務
局
司
同
炎
１
創
立
総
会
報
告
」
（
同
上
、
５
月
）

八
特
集
ｖ
「
宗
教
と
部
落
差
別
」
（
「
部
落
解
放
し
’
五
一
号
、
６
月
）

梅
原
正
紀
「
「
町
田
発
言
Ｌ
の
波
紋
を
追
う
」

原
田
伴
彦
「
宗
教
と
部
落
問
題
（
中
）
」

八
木
晃
介
「
個
人
の
救
済
と
社
会
の
変
革
Ｉ
町
田
差
別
発
言
で
感
じ
た

こ
と
」

田
中
松
月
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
同
朋
運
動
に
つ
い
て
」

三
帰
義
光
「
真
宗
大
谷
派
同
和
運
動
の
課
題
ｌ
満
之
・
了
温
か
ら
〃
同

炎
の
会
“
へ
」

田
辺
敦
一
可
宗
教
と
同
和
問
題
ｌ
天
理
教
の
場
合
」

東
岡
山
治
「
キ
リ
ス
ト
教
界
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
承
と
今
後
ｌ
主
と

し
て
日
本
基
督
教
団
の
場
合
」

奥
江
宗
顕
「
私
に
と
っ
て
の
仏
縁
と
部
落
解
放
運
動
し

黒
田
「
（
本
の
紹
介
）
真
宗
大
谷
派
同
和
推
進
本
部
「
身
同
ｌ
同
和
研

Ｐｐｑ 

宗

教
■＝ 
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網
野
善
彦
「
日
本
中
世
の
平
民
と
職
人
（
上
）
し

（
『
思
想
Ｌ
六
七
○
号
、
４
月
）

後
藤
文
利
「
非
人
の
語
源
」

（
『
同
和
研
究
資
料
」
三
号
、
近
畿
大
学
同
和
教
育
研
究
会
、
４
月
）

中
村
正
夫
「
豊
前
・
筑
前
地
方
に
お
け
る
部
落
史
の
特
質
」

（
「
同
和
教
育
関
係
資
料
し
、
北
九
州
大
学
、
４
月
）

安
達
五
男
「
被
差
別
部
落
の
史
的
研
究
』
（
明
石
書
店
、
４
月
）

牧
英
正
「
弾
左
衛
門
の
身
分
引
き
上
げ
と
松
本
良
順
ｌ
司
馬
蓬
太
郎
「
胡

蝶
の
夢
Ｌ
Ｌ
（
『
部
落
解
放
し
一
五
○
号
、
５
月
）

網
野
善
彦
「
日
本
中
世
の
平
民
と
職
人
（
下
）
」

（
『
思
想
」
六
七
一
号
、
５
月
）

横
井
清
「
部
落
史
と
中
世
史
①
」
（
「
解
放
新
聞
』
九
六
九
号
、
５
月
）

畑
中
敏
之
「
近
世
村
落
社
会
と
『
か
わ
た
村
し
Ｉ
大
阪
周
辺
に
お
け
る
「
本

究
叢
書
第
一
巻
Ｖ
（
同
上
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

灘
本
昌
久
「
丹
後
調
査
報
告
４
上
司
Ｉ
航
空
隊
が
土
地
を
奪
っ
た
」

（
「
京
都
部
落
史
研
究
所
報
し
二
五
号
、
１
９
８
０
年
１
月
）

師
岡
佑
行
「
丹
後
調
査
報
告
５
日
置
ｌ
子
守
り
と
先
生
」
（
同
右
）

山
本
尚
友
「
丹
後
調
査
報
告
６
算
所
ｌ
宮
津
藩
最
大
の
部
落
」
（
同
右
）

源
城
政
好
「
丹
後
調
査
報
告
６
１
（
資
料
紹
介
）
司
屠
者
由
緒
記
し
に
つ
い

て
」
（
「
京
都
部
落
史
研
究
所
報
Ｌ
二
六
号
、
１
９
８
０
年
２
月
）

白
石
正
明
「
丹
後
調
査
報
告
７
大
島
ｌ
働
き
助
け
あ
っ
た
村
」

（
「
京
都
部
落
史
研
究
所
報
』
二
七
号
、
１
９
８
０
年
３
月
）

川
嶋
将
生
「
河
原
者
に
つ
い
て
」

高
橋
富
雄
「
被
征
服
民
と
賎
民
ｌ
問
題
の
存
在
形
態
」

宮
本
常
一
「
賎
民
と
宗
教
」

盛
田
嘉
穂
「
鉦
打
ち
」

村
井
康
彦
「
蔑
視
さ
れ
た
武
者
た
ち
」

盛
田
嘉
穂
「
鉢
叩
き
」

伊
東
久
之
「
遊
女
」

青
盛
透
「
特
集
関
係
文
献
解
説
」

東
義
和
「
（
書
評
）
部
落
史
研
究
の
新
傾
向
Ｉ
盛
田
嘉
穂
、
岡
本
良
一
、

森
杉
夫
署
『
あ
る
被
差
別
部
落
の
歴
史
Ｌ
に
ふ
る
」

（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
Ｌ
八
七
号
、
６
月
）

丹
生
谷
哲
一
「
検
非
違
使
と
ギ
ョ
ノ
」
（
同
右
）

横
井
清
「
部
落
史
と
中
世
史
②
」
（
「
解
放
新
聞
Ｌ
九
七
一
一
号
、
６
月
）

原
田
伴
彦
「
近
世
部
落
と
芸
能
」

（
「
し
こ
ぐ
（
四
国
部
落
史
研
究
協
議
会
報
）
し
三
号
、
６
月
）

富
永
徳
孝
「
土
佐
に
お
け
る
部
落
形
成
史
の
問
題
点
」
（
同
右
）

三
好
昭
一
郎
「
香
川
県
近
世
部
落
史
の
概
略
」
（
同
右
）

横
井
清
「
網
野
善
彦
『
無
縁
・
公
界
・
楽
し
Ｉ
日
本
中
世
の
自
由
と
平

和
」
（
「
芸
能
史
研
究
』
六
四
号
、
１
９
７
９
年
１
月
）

高
橋
精
一
「
江
戸
時
代
の
社
会
経
済
Ｉ
乞
胸
・
猿
飼
の
共
同
体
的
生
活
」

（
「
大
東
文
化
大
学
紀
要
（
社
会
自
然
科
学
）
し
’
七
号
、
１
９
７
９
年

３
月
）

森
杉
夫
「
出
作
を
め
ぐ
る
差
別
と
争
論
」
（
可
大
阪
府
立
大
学
紀
要
（
人

文
・
社
会
科
学
）
』
二
七
号
、
１
９
イ
９
年
３
月
）

【
前
近
代
】

村
付
』
体
制
の
分
析
を
中
心
に
」
（
『
近
世
大
阪
地
域
の
史
的
分
析
し
所

収
、
御
茶
の
水
書
房
、
５
月
）

横
井
清
「
下
剋
上
の
文
化
し
（
東
京
大
学
出
版
会
、
５
月
）

高
市
光
男
「
伊
予
小
松
藩
に
お
け
る
賎
民
制
Ｉ
小
松
藩
会
所
日
記
か
ら
」

（
「
部
落
問
題
研
究
Ｌ
六
四
号
、
６
月
）

間
瀬
久
美
子
「
幕
藩
体
制
下
に
お
け
る
『
河
原
巻
物
Ｌ
の
成
立
と
変
遷
ｌ
「
弾

左
衛
門
由
緒
書
Ｌ
と
諸
国
の
「
河
原
巻
物
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
同
右
）

脇
田
修
「
（
紹
介
）
「
揖
竜
の
部
落
史
」
（
第
一
巻
近
世
篇
）
」
（
同
右
）

人
見
彰
彦
「
（
シ
リ
ー
ズ
）
部
落
史
の
ひ
と
こ
ま
」

（
「
部
落
問
題
ｌ
調
査
と
研
究
し
三
○
号
、
６
月
）

白
石
正
明
「
八
批
評
と
紹
介
Ｖ
藩
政
初
期
か
ら
幕
末
ま
で
の
差
別
の
諸
相
を

解
明
ｌ
布
引
敏
雄
司
長
州
藩
部
落
解
放
史
研
究
Ｌ
」

（
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
一
二
巻
一
一
四
号
、
６
月
）

塚
田
孝
「
八
書
評
Ｖ
南
和
男
可
幕
末
江
戸
社
会
の
研
究
Ｌ
Ｌ

（
『
歴
史
学
研
究
Ｌ
四
八
一
号
、
６
月
）

八
特
集
ｖ
「
中
世
の
被
差
別
民
」
（
『
歴
史
公
論
』
五
五
号
、
６
月
）

原
田
伴
彦
・
高
取
正
男
・
網
野
善
彦
「
（
座
談
会
）
中
世
の
賎
民
と
そ

の
周
辺
」

横
井
清
「
「
賎
民
Ｌ
と
「
隷
属
民
Ｌ
Ｉ
中
世
身
分
制
研
究
へ
の
一
視

点
」

井
上
満
郎
「
散
所
の
周
辺
を
め
ぐ
っ
て
」

盛
田
嘉
穂
「
中
世
賎
民
と
芸
能
」

中
ノ
堂
一
信
「
中
世
の
勧
進
と
三
昧
聖
」

森
竜
吉
「
鎌
倉
仏
教
と
賎
民
」

内
田
九
州
男
「
大
塩
の
乱
と
部
落
住
民
（
下
）
Ｉ
考
察
の
た
め
の
基
礎
作

業
」
（
『
大
塩
研
究
し
七
号
、
１
９
７
９
年
３
月
）

峰
岸
純
夫
「
網
野
善
彦
司
無
縁
・
公
界
・
楽
』
に
よ
せ
て
⑩
」

（
『
人
民
の
歴
史
学
Ｌ
六
○
号
、
１
９
７
９
年
８
月
）

成
沢
栄
寿
「
近
世
穣
多
の
『
起
源
し
説
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
Ｉ
未
解
放

部
落
の
分
布
に
ふ
れ
て
」
（
『
部
落
問
題
年
報
Ｌ
｜
輯
、
東
京
部
落
問
題

研
究
会
、
１
９
７
９
年
９
月
）

渡
辺
広
「
未
解
放
部
落
の
歴
史
的
研
究
に
お
け
る
方
法
の
問
題
」

（
『
和
歌
山
の
歴
史
と
教
育
し
所
収
、
渡
辺
広
先
生
退
官
記
念
会
、
１
９

７
９
年
扣
月
）

中
西
か
つ
承
「
皮
田
と
土
地
Ｉ
御
坊
周
辺
に
つ
い
て
の
雑
考
」
（
同
右
）

田
中
博
子
「
海
士
郡
木
本
村
に
お
け
る
入
会
に
つ
い
て
Ｉ
泉
州
山
・
定
米
山

を
中
心
に
」
（
同
右
）

円
生
谷
哲
一
「
中
世
に
お
け
る
非
人
施
行
と
公
武
政
権
」

（
「
歴
史
研
究
」
一
七
号
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

妻
鹿
淳
子
「
備
前
藩
に
お
け
る
非
人
と
日
蓮
宗
不
受
不
施
派
に
つ
い
て
」

（
「
日
本
史
研
究
出
二
○
八
号
、
１
９
７
９
年
⑫
月
）

細
川
涼
一
「
中
世
前
期
の
非
人
に
つ
い
て
」

（
「
大
学
院
研
究
年
報
』
九
号
、
中
央
大
学
、
１
９
８
０
年
３
月
）

森
杉
夫
「
蕊
牛
馬
の
処
理
制
」

（
「
し
お
あ
な
研
究
し
三
号
、
１
９
８
０
年
３
月
）

荒
井
貢
次
郎
「
関
東
の
部
落
の
歴
史
」
（
『
第
４
回
部
落
解
放
東
日
本
夏
期

講
座
講
演
集
し
所
収
、
１
９
８
０
年
３
月
）

山
田
光
二
「
天
理
図
書
館
蔵
『
松
操
録
し
紹
介
Ｌ

乱
杢

ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
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伴
野
敬
一
「
長
野
県
に
お
け
る
部
落
問
題
の
教
育
史
的
研
究
ｌ
明
治
前
半
期

を
中
心
と
し
て
」
（
同
右
）

塚
田
正
明
「
（
書
評
）
青
木
孝
寿
著
『
近
代
部
落
史
の
研
究
ｌ
長
野
県
の
具

体
像
」
」
（
同
右
）

北
川
健
「
山
口
県
近
代
未
解
放
部
落
の
史
的
展
開
Ｉ
そ
の
計
数
的
諸
デ
ー

タ
の
析
出
と
課
題
」
（
「
山
口
県
地
方
史
研
究
』
四
二
号
、
１
９
７
９
年

、
月
）
學

藤
野
豊
「
水
平
社
未
組
織
県
に
お
け
る
差
別
撤
廃
運
動
ｌ
神
奈
川
県
の
場

合
」
（
「
史
観
』
一
○
一
号
、
１
９
７
９
年
如
月
）

佐
和
慶
太
郎
「
水
平
社
の
運
動
と
部
落
委
員
会
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
」

（
「
労
働
運
動
研
究
Ｌ
一
一
二
号
、
１
９
７
９
年
ｎ
月
）

成
沢
栄
寿
「
明
治
の
思
想
と
部
落
問
題
二
片
」

巳

（
「
東
京
部
一
洛
研
会
報
Ｌ
一
○
一
一
号
、
１
９
８
０
年
１
月
）

中
村
福
治
二
九
二
○
年
代
前
半
期
の
融
和
政
策
ｌ
中
央
融
和
事
業
協
会
設

立
ま
で
」
（
「
部
落
問
題
研
究
し
六
三
号
、
１
９
８
０
年
２
月
）

林
博
史
「
〃
’
九
三
○
年
代
融
和
運
動
“
の
形
成
」
（
同
右
）

藤
野
豊
「
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
部
落
問
題
」
（
同
右
）

今
西
一
「
農
地
改
革
期
に
お
け
る
農
村
構
造
の
変
貌
と
農
民
運
動
Ｉ
京
都

府
熊
野
郡
の
場
合
」
（
同
右
）

青
木
孝
寿
「
（
紹
介
）
「
愛
媛
近
代
部
落
問
題
資
料
」
（
上
巻
）
し
（
同
右
）

寺
田
政
幸
「
兵
庫
に
お
け
る
戦
後
部
落
解
放
運
動
の
あ
ゆ
ゑ
Ｍ
１
失
対
打
切

り
反
対
闘
争
か
ら
求
職
闘
争
へ
（
下
）
」

（
「
月
刊
部
落
問
題
』
四
一
号
、
４
月
）

村
越
末
男
「
（
批
評
と
紹
介
）
西
田
秀
秋
編
「
近
代
民
衆
の
記
録
９
１
部
落

民
Ｌ
」
（
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
二
○
六
号
、
４
月
）

白
石
正
明
「
部
落
改
善
運
動
か
ら
水
平
社
の
創
立
へ
Ｌ

（
「
大
正
期
の
権
力
と
民
衆
』
所
収
、
法
律
文
化
社
、
４
月
）

長
尾
真
砂
子
「
清
水
紫
琴
と
「
移
民
学
園
し
②
ｌ
明
治
一
一
○
年
代
、
女
流
民

権
家
と
し
て
登
場
」
（
『
京
都
部
落
史
研
究
所
報
」
一
一
八
号
、
４
月
）

蛇
草
の
歴
史
を
つ
く
る
会
編
司
蛇
草
に
お
け
る
生
活
と
闘
い
の
歴
史
（
資
料

編
ご
』
（
同
上
、
４
月
）

渡
辺
俊
雄
「
（
新
刊
紹
介
）
す
べ
て
の
労
働
者
・
人
民
の
共
有
財
産
ｌ
「
部

落
解
放
運
動
基
礎
資
料
集
』
（
全
４
巻
）
し

（
『
季
刊
労
働
運
動
』
二
三
号
、
５
月
）

青
木
孝
寿
「
（
紹
介
）
「
愛
媛
近
代
部
落
函

白
石
正
明
「
右
隣
・
徳
風
の
子
ど
も
た
ち
」

（
「
ぱ
い
で
い
あ
Ｌ
四
号
、
大
阪
薬
科
大
学
、
１
９
８
０
年
２
月
）

八
箇
亮
仁
「
工
場
法
と
大
阪
市
の
夜
学
」
（
同
右
）

森
谷
宏
幸
「
産
炭
地
鞍
手
郡
に
お
け
る
水
平
社
運
動
と
結
合
し
た
小
作
争
議

（
『
天
理
大
学
同
和
問
題
研
究
室
紀
要
』
創
刊
号
、
１
９
８
０
年
３
月
）

川
嶋
将
生
「
室
町
期
に
お
け
る
被
差
別
民
の
動
向
」
（
同
右
）

市
川
訓
敏
「
幕
末
土
佐
の
稔
多
僧
覚
道
上
書
に
つ
い
て
Ｌ

（
勺
関
西
大
学
部
落
問
題
研
究
室
紀
要
Ｌ
六
号
、
１
９
８
０
年
３
月
）

小
西
愛
之
助
「
宗
門
改
帳
の
形
式
化
ｌ
摂
津
国
嶋
下
郡
中
城
村
東
組
西
所
」

（
同
右
）

山
口
県
教
育
委
員
会
編
可
山
口
県
同
和
問
題
関
係
史
料
集
（
近
世
）
し

（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

一一琴一一一息｛一一『〉Ｆ零一》今二一〈一一一ニラ一へ〉糞零一斗『｝》一一〉・》寛一｜←〈ｒ二丁一）｝一『芒一
已
仔
の
三
宮
●
し
ロ
毎
暹
ヨ
＆
嚢
Ｅ
Ｅ
Ｅ
且
野
戸
ど
ら
強
■
Ｃ
色
一
隻
ｚ
釜
仔
，
一
覧
胃
守
●
蕃
巧
←
震
必
・
巨
圧
宕
疋
誓
圧
歴
◆
旨
い
こ
》
医
＄
§
ｚ
・
一
注
Ｐ
営
み
区
』
Ｔ
・
岳
、
弓
Ｆ
｜
｜
・
ざ
（
一
一
号
．
曹
一
岳
一
安
一
や
２

【
近
現
代
】

の
展
開
」
（
可
福
岡
教
育
大
学
紀
要
Ｌ
二
九
号
八
第
二
分
冊
社
会
科

編
Ｖ
、
１
９
８
０
年
２
月
）

谷
口
勝
己
「
滋
賀
県
に
お
け
る
戦
後
の
部
落
解
放
運
動
Ｉ
同
和
教
育
運
動
史

の
た
め
に
⑭
」
（
「
月
刊
滋
賀
の
部
落
Ｌ
四
八
号
、
１
９
８
０
年
２
月
）

谷
口
勝
己
「
滋
賀
県
に
お
け
る
戦
後
の
部
落
解
放
運
動
Ｉ
同
和
教
育
運
動
史

の
た
め
に
旧
し
（
『
月
刊
滋
賀
の
部
落
』
四
九
号
、
１
９
８
０
年
３
月
）

松
浦
利
貞
「
被
差
別
部
落
と
教
育
Ｉ
近
代
東
京
の
場
合
」
（
「
紀
要
』
八
号
、

東
京
都
立
上
野
高
等
学
校
、
１
９
８
０
年
３
月
）

梅
田
修
「
『
融
和
教
育
』
の
展
開
と
「
日
本
精
神
Ｌ
Ｌ

（
可
京
都
大
学
教
育
学
部
紀
要
Ｌ
二
六
号
、
１
９
８
０
年
３
月
）

成
沢
栄
寿
「
世
良
田
事
件
に
つ
い
て
」

（
「
東
京
部
落
研
会
報
Ｌ
’
○
三
号
、
１
９
８
０
年
３
月
）

京
都
部
落
史
研
究
所
「
京
都
部
落
史
年
表
Ｉ
近
代
篇
（
稿
本
）
し

（
同
上
、
１
９
８
０
年
３
月
）

部
落
解
放
研
究
所
『
全
国
大
会
運
動
方
針
（
第
一
’
二
○
回
）
Ｌ
Ａ
部
落
解

放
運
動
基
礎
資
料
集
第
一
巻
Ｖ
（
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
、
１
９
８
０

年
３
月
）

白
石
正
明
「
融
和
政
策
と
融
和
運
動
Ｉ
資
料
編
（
Ⅲ
）
し
（
『
教
育
研
究
紀

要
』
’
七
八
号
、
大
阪
市
教
育
研
究
所
、
１
９
８
０
年
３
月
）

編
集
部
「
大
正
初
期
の
融
和
運
動
ｌ
「
明
治
の
光
Ｌ
研
究
⑩
」

（
『
滋
賀
の
部
落
Ｌ
五
一
号
、
５
月
）

長
尾
真
砂
子
「
清
水
紫
琴
と
「
移
民
学
園
』
②
ｌ
柳
原
部
落
訪
問
は
外
的
要

因
」
（
『
京
都
部
落
史
研
究
所
報
Ｌ
一
一
九
号
、
５
月
）

成
沢
栄
寿
「
最
近
の
融
和
運
動
・
融
和
政
策
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
‐
｜

（
「
東
京
部
落
研
会
報
Ｌ
’
○
四
号
、
５
月
）

佐
々
木
隆
爾
「
戦
後
史
研
究
と
部
落
問
題
」

（
『
部
落
問
題
研
究
し
六
四
号
、
６
月
）

竹
永
三
男
「
（
動
向
）
研
究
・
近
代
に
お
け
る
部
落
問
題
の
歴
史
的
研
究
の

当
面
の
課
題
」
（
「
部
落
Ｌ
三
九
一
一
一
号
、
６
月
）

山
田
敬
男
「
（
本
棚
）
部
落
問
題
研
究
所
編
可
戦
後
部
落
解
放
運
動
の
研

究
Ｌ
Ｌ
（
同
右
）

大
谷
正
「
大
平
洋
戦
争
下
の
満
州
農
業
移
民
ｌ
農
民
運
動
と
融
和
政
策
に

関
連
し
て
」
（
「
ヒ
ス
ト
リ
ア
Ｌ
八
七
号
、
６
月
）

編
集
部
「
大
正
初
期
の
融
和
行
政
１
句
明
治
の
光
ら
研
究
②
」

（
「
月
刊
滋
賀
の
部
落
」
五
一
一
号
、
６
月
）

谷
口
勝
己
「
滋
賀
県
に
お
け
る
部
落
解
放
運
動
ｌ
同
和
教
育
運
動
史
の
た
め

に
㈹
」
（
同
右
）

白
石
正
明
「
可
模
範
ら
的
融
和
教
育
の
一
例
ｌ
八
幡
尋
常
小
分
教
場
の
誕
生

と
解
体
」
（
「
京
都
部
落
史
研
究
所
報
Ｌ
三
○
号
、
６
月
）

部
落
解
放
研
究
所
編
『
全
国
大
会
運
動
方
針
（
第
一
一
一
’
一
一
九
回
）
Ｌ
Ａ
部

落
解
放
運
動
基
礎
資
料
集
第
Ⅱ
巻
Ｖ
（
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
、
６
月
）

青
木
孝
寿
「
社
会
運
動
と
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
ｌ
部
落
解
放
運
動
の
成
立
」

（
可
長
野
県
近
代
史
研
究
し
九
号
、
１
９
７
９
年
５
月
）




